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舟本幸人プロデュース　洋舞公演　　　　　　　　　　　　　　
「カルミナ・ブラーナ」＆プラハ ボヘミアバレエ団

とやま舞台芸術祭

２
月
８
日
㈯
と
９
日
㈰
の
２
日
間
、
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

に
て
、
プ
ラ
ハ

ボ
ヘ
ミ
ア
バ
レ
エ
団
と
富
山
県
洋
舞
協
会
の
ダ

ン
サ
ー
、
劇
団
文
芸
座
の
俳
優
に
よ
る
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
洋
舞

公
演
が
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
始
め
に
、
可
西
舞
踊
研
究
所
に
よ
る
「
富
山
に
伝
わ
る
三

つ
の
民
謡
」
を
上
演
。
な
じ
み
深
い
富
山
ゆ
か
り
の
民
謡
を
現
代

的
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
楽
曲
に
合
わ
せ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
ダ
ン
ス
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

次
に
プ
ラ
ハ

ボ
ヘ
ミ
ア
バ
レ
エ
団
に
よ
る「
Z
Á
S
K
O
K
」

を
上
演
。
こ
の
作
品
の
タ
イ
ト
ル
は
チ
ェ
コ
語
で「
代
役
」の
意
味
。

バ
レ
エ
団
団
長
の
ヤ
ロ
ス
ラ
ヴ
・
ス
ラ
ヴ
ィ
ツ
キ
ー
氏
が
自
ら
出

演
さ
れ
、
あ
る
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
を
舞
台
に
、
初
心
者
の
ダ
ン

サ
ー
や
プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
た
ち
の
や
り
と
り
を
コ
ミ
カ
ル
で
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
描
い
た
。

最
後
に
上
演
さ
れ
た
、「
カ
ル
ミ
ナ
・
ブ
ラ
ー
ナ
」
は
カ
ー
ル
・

オ
ル
フ
作
曲
の
音
楽
に
プ
ラ
ハ
芸
大
の
イ
ヴ
ァ
ン
カ
・
ク
ビ
ツ
ォ

ヴ
ァ
ー
教
授
が
演
出
・
振
付
を
行
い
、
富
山
県
洋
舞
協
会
会
長
の

可
西
晴
香
氏
が
演
出
・
振
付
補
佐
を
行
っ
た
も
の
。
漆
黒
の
闇
に

現
れ
る
可
西
晴
香
氏
演
じ
る
死
神
が
観
客
を
中
世
の
世
界
に
引
き

込
み
、
10
代
か
ら
80
代
ま
で
の
幅
広
い
世
代
の
出
演
者
が
、
死
と

い
う
逃
れ
ら
れ
な
い
運
命
に
支
配
さ
れ
な
が
ら
も
生
を
謳
歌
す
る

老
女
男
女
を
演
じ
た
。
最
後
に
出
演
者
た
ち
が
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル

に
登
場
し
、
会
場
を
埋
め
た
観
客
よ
り
喝
采
が
送
ら
れ
た
。

本
公
演
に
は
、
国
内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
照
明
家
、
原
田
保

氏
を
招
き
、
原
田
氏
の
素
晴
ら
し
い
照
明
に
彩
ら
れ
た
多
様
性
に

富
ん
だ
舞
台
を
観
客
に
お
楽
し
み
い
た
だ
い
た
。

交
流
会
で
は
、
ヤ
ロ
ス
ラ
ヴ
・
ス
ラ
ヴ
ィ
ツ
キ
ー
氏
か
ら
招
待

を
受
け
、
今
年
５
月
に
プ
ラ
ハ
国
立
エ
ス
テ
ー
ト
（
ス
タ
ヴ
ォ
フ

ス
ケ
ー
）
劇
場
で
行
わ
れ
る
、「
カ
ル
ミ
ナ
・
ブ
ラ
ー
ナ
」
公
演
に
、

可
西
舞
踊
研
究
所
か
ら
可
西
晴
香
代
表
、
片
岸
香
里
さ
ん
、
横
田

ほ
の
華
さ
ん
が
出
演
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

今
後
も
、
富
山
と
チ
ェ
コ
と
の
緊
密
な
芸
術
文
化
交
流
が
築
か

れ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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平
成
26
年
２
月
20
日
㈭
午
後
２
時
よ

り
、
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
に
於
い

て
、
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
「
大
正
琴
公

演
―
異
次
元
空
間
―
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

木
口
文
代
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
も

と
、
富
山
県
大
正
琴
連
盟
加
盟
３
流
派

４
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る
大
正
琴
の
演

奏
に
加
え
、
今
回
は
、
全
国
的
に
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
富
山
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
・
嶋
田
陽
子
氏
の
ラ
テ
ン
ト
リ
オ

と
、
邦
楽
奏
者
の
片
山
瞠
山
氏
・
黒
川

真
理
氏
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
小
澤

眞
琴
氏
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
、
ジ
ャ
ズ
や
ラ
テ
ン
音
楽
を
取
り
入

れ
た
演
奏
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
詰
め
か
け
た
観
客
ら
は
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
心
ゆ
く
ま

で
味
わ
い
ま
し
た
。

出
演
：

【
大
正
琴
】
大
正
琴
ミ
ズ
キ
、
琴
伝
流

琴
清
会
、
琴
伝
流
す
ぎ
な

の
会
、
琴
生
流
菊
八
重
会

と
や
ま

【
ピ
ア
ノ
】
嶋
田
陽
子

【
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
】
佐
藤
英
樹

【
ベ
ー
ス
】
小
泉
哲
夫

【
尺

　八
】
片
山
瞠
山

【
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
】
小
澤
眞
琴

【
箏
、
三
味
線
】
黒
川
真
理

と
や
ま
舞
台
芸
術
祭

「
大
正
琴
公
演
―
異
次
元
空
間
―
」
ラ
テ
ン
と
の
出
会
い

は
上
田
蝉
丸
さ
ん
の
『
武
田
麟
太
郎
と

源
尚
と
―
戦
争
に
照
射
さ
れ
た
作
家
た

ち
』（
小
説
）と
、
徳
永
光
城
さ
ん
の『
秋

の
夕
暮
れ
』（
詩
）、
江
尻
映
子
さ
ん
の

『
と
も
に
歩
む
』（
短
歌
）
に
決
定
し
ま

し
た
。

佳
作
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
金
戸
　
　
実
（
小
説
）『
い
な
ほ
団
地
』

　
有
澤
か
お
り
（
詩
）『
反
転
』

　
金
山
　
　
孝
（
詩
）『
不
思
議
の
森
』

　
細
川
喜
久
惠
（
詩
）『
壺
』

　
渋
谷
代
志
枝
（
短
歌
）『
法
螺
の
音
』

　
細
川
喜
久
惠
（
俳
句
）『
宙
の
芯
』

　
森
谷
　
正
成
（
川
柳
）『
言
霊
を
求
め
』

ま
た
、
３
月
26
日
㈬
午
前
10
時
か

ら
、
パ
レ
ブ
ラ
ン
高
志
会
館
２
階
「
嘉

月
」
に
於
い
て
授
賞
式
を
執
り
行
い
、

式
終
了
後
に
は
、
同
会
場
で
選
者
と
受

賞
者
を
囲
ん
で
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

＊
４
面
に
合
評
会
の
案
内
な
ど
関
連
事

項
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

第
32
回
と
や
ま
文
学
賞
に
は
、
総
数

65
編
（
小
説
16
、
児
童
文
学
２
、
随
筆

１
、
詩
17
、
短
歌
５
、
俳
句
19
、
川
柳

５
）
の
応
募
が
あ
り
、
作
家
の
木
崎
さ

と
子
先
生
と
、
東
大
名
誉
教
授
（
比
較

詩
学
・
比
較
文
化
論
専
攻
）
の
川
本
皓

嗣
先
生
に
よ
る
選
考
の
結
果
、
文
学
賞

第
32
回
と
や
ま
文
学
賞

　決
定ほ

ら

　
お
と

そ
ら
　
し
ん

第
32
回

と
や
ま
文
学
賞

　
　
　受
賞
者上田蝉丸さん

（小説）
江尻映子さん
（短歌）

徳永光城さん
（詩）

フィナーレ　ビギン・ザ・ビギン
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【
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
門
】

　（
小
澤
眞
琴
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
３
月
１
日
㈯
〜
２
日
㈰

　
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

　
講
師
＝
山
上
純
司
先
生
（
指
揮
者
）

　
ジ
ュ
ニ
ア
練
習
生
や
富
山
シ
テ
ィ

フ
ィ
ル
の
メ
ン
バ
ー
を
対
象
に
、
室
内

楽
や
交
響
曲
を
指
導
。
演
奏
に
磨
き
を

か
け
ま
し
た
。

【
日
舞
部
門
】

　（
花
川
吉
蝶
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
３
月
８
日
㈯
〜
９
日
㈰

　
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

　
講
師
＝
花
川
蝶
十
郎
先
生
（
花
川
流

六
世
家
元
）

　
長
唄
小
曲
「
花
が
咲
き
候
」
を
題
材

に
、
県
日
舞
協
会
会
員
を
中
心
と
し
た

【
オ
ペ
ラ
部
門
】

　（
串
田
淑
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
２
月
１
日
㈯
〜
２
日
㈰

　
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

　
講
師
＝
坂
本
和
彦
先
生
（
指
揮
者
）

　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
の
オ
ペ
ラ
『
魔
笛
』

を
題
材
に
、
指
揮
者
の
視
点
か
ら
、
歌

唱
表
現
や
音
楽
表
現
を
指
導
し
て
頂
き

ま
し
た
。

【
合
唱
部
門
】

　（
宮
丸
勝
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
２
月
15
日
㈯
〜
16
日
㈰

　
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

　
講
師
＝
広
上
淳
一
先
生
（
指
揮
者
）

　
県
内
合
唱
団
や
学
校
コ
ー
ラ
ス
部
の

指
揮
者
、
指
導
者
を
対
象
に
、
合
唱
指

揮
法
を
中
心
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
ま
し
た
。

【
吹
奏
楽
部
門
】

　（
加
納
佑
成
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
２
月
22
日
㈯
〜
23
日
㈰

　
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
、
高

岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
講
師
＝
黒
金
寛
行
先
生
（
バ
ス
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
奏
者
）

　
県
内
の
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
年

代
別
に
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
基
本
奏
法
や

練
習
法
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。

参
加
者
が
日
舞
の
舞
踊
法
を
熱
心
に
学

び
ま
し
た
。

【
合
唱
部
門
】

　（
長
谷
部
律
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
３
月
20
日
㈭
〜
23
日
㈰

　
高
岡
市
立
川
原
小
学
校
、
高
岡
市
民

会
館
、
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

　
講
師
＝
ア
ー
グ
ネ
シ
ュ
・
テ
レ
ク
先

生
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
合
唱
指
揮
者
）

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
コ
ダ
ー
イ
・
メ
ソ
ッ

ド
（
ア
カ
ペ
ラ
合
唱
の
訓
練
法
）
に
基

づ
い
た
、
発
声
・
発
音
・
表
現
の
指
導

を
行
い
ま
し
た
。

【
吹
奏
楽
部
門
】

　（
加
納
佑
成
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
３
月
29
日
㈯
〜
30
日
㈰

　
講
師
＝
上
原
宏
先
生（
ホ
ル
ン
奏
者
）

　
幅
広
い
世
代
を
対
象
に
、
ホ
ル
ン
の

さ
ま
ざ
ま
な
奏
法
や
、
日
々
の
練
習
に

役
立
つ
訓
練
法
を
丁
寧
に
指
導
し
て
頂

き
ま
し
た
。

芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業

　
　
　
　
　
　
（
オ
ペ
ラ
・
合
唱
・
吹
奏
楽
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
日
舞
）

平
成
25
年
度

(オペラ部門) 坂本和彦先生

(合唱部門) 広上淳一先生

(吹奏楽部門) 黒金寛行先生

(オーケストラ部門) 山上純司先生

(日舞部門) 花川蝶十郎先生(合唱部門) アーグネシュ ･テレク先生
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第
13
回
富
山
県
室
内
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト

　
２
月
11
日
㈫
・
㈷

　
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

第
63
回
富
山
県
書
道
連
盟
展

　
２
月
21
日
㈮
〜
２
月
23
日
㈰

　
富
山
県
民
会
館
　
地
下
展
示
室

学
校
法
人
富
山
音
楽
院

第
64
回
定
期
コ
ン
サ
ー
ト

　
３
月
８
日
㈯
〜
３
月
９
日
㈰

　
富
山
国
際
会
議
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

第
28
回
富
山
県
社
会
人
吹
奏
楽

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
３
月
９
日
㈰

　
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

北
日
本
新
聞
創
刊
１
３
０
周
年
記
念

北
陸
書
道
院
ベ
ト
ナ
ム
特
別
展

　
３
月
14
日
㈮
〜
３
月
18
日
㈫

　
ホ
テ
ル
日
航
サ
イ
ゴ
ン

中
川
幸
夫
―
奇
跡
の
花
―

　
３
月
21
日
㈮
・
㈷
〜
６
月
22
日
㈰

　
樂
翠
亭
美
術
館

第
52
回
田
中
バ
レ
エ
研
究
所
発
表
会

　
３
月
21
日
㈮
・
㈷

　
富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

平
成
26
年
度
「
北
國
宝
生
能
」

　
４
月
６
日
㈰

　
石
川
県
立
能
楽
堂

富
山
県
歌
人
連
盟
創
立
60
周
年
記
念

第
43
回
富
山
県
春
の
短
歌
大
会

　
４
月
６
日
㈰

　
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

第
56
回
清
渓
社
　
現
代
書
展

　
４
月
11
日
㈮
〜
４
月
13
日
㈰

　
富
山
市
民
プ
ラ
ザ
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
A
・
B
・
C
、
ア
ト
リ
ウ
ム

演
人
全
開
血
が
滾
っ
て
き
た
ぜ
！

番
外
朗
読
劇
公
演
「
C
O
L
O
R
S
」

　
４
月
12
日
㈯
〜
４
月
13
日
㈰

　
フ
ォ
ル
ツ
ァ
総
曲
輪
ラ
イ
ブ
ホ
ー
ル

第
39
回
亜
細
亜
現
代
美
術
富
山
支
部
展

　
４
月
17
日
㈭
〜
４
月
20
日
㈰

　
南
砺
市
福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

　
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

第
22
回
ミ
レ
ー
友
好
協
会
展
（
全
国

一
般
公
募
）

　
４
月
22
日
㈫
〜
４
月
27
日
㈰

　
大
阪
市
立
美
術
館

　
４
月
30
日
㈬
〜
５
月
５
日
㈪
・
㈷

　
愛
知
県
美
術
館

ハ
ナ
ヌ
ス
ビ
ト
の
告
白
　
西
島
祐
子

＆
廣
瀬
大
悟
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル

　
４
月
26
日
㈯

　
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
48
回
定
期
演
奏
会

　
４
月
26
日
㈯

　
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

小
さ
な
音
楽
会

　
４
月
27
日
㈰

　
富
山
市
民
プ
ラ
ザ
　
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
ホ
ー
ル

津
田
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

第
４
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
５
月
６
日
㈫
・
㈷

　
富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

第
61
回
富
山
県
女
流
書
道
展

　
５
月
８
日
㈭
〜
５
月
12
日
㈪

　
富
山
大
和
６
階
ホ
ー
ル

第
36
回
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

　
５
月
18
日
㈰

　
富
山
県
教
育
文
化
会
館

桐
朋
学
園
大
学
院
大
学

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
実
習
公
開
授
業

第
１
日
、
第
２
日

　
５
月
24
日
㈯
、
５
月
25
日
㈰

　
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
・

リ
ハ
ー
サ
ル
室

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
雫
２
０
１
４

富
山
の
若
き
演
奏
家
た
ち
に
よ
る
室

内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ

　
５
月
24
日
㈯
〜

　
平
成
27
年
2
月
14
日
㈯

　
全
４
回
：
富
山
市
民
プ
ラ
ザ
　
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
39
回
武
蔵
野
音
楽
大
学
同
窓
会

富
山
県
支
部
研
究
演
奏
会

　
５
月
25
日
㈰

　
富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

２
０
１
４
年
花
ま
つ
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ン
展
＆
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー「
花
心
論
」

　
６
月
６
日
㈮
〜
６
月
７
日
㈯

　
高
周
波
文
化
ホ
ー
ル
（
新
湊
中
央

文
化
会
館
）

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

特
別
演
奏
会

　
６
月
７
日
㈯

　
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

読
売
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
公
演

「
短
歌
絶
叫
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
６
月
８
日
㈰

　
富
山
県
教
育
文
化
会
館

山
岸
桐
吾
　
７
t
h
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ラ

イ
ブ
「
ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
」

　
６
月
15
日
㈰

　
富
山
市
民
プ
ラ
ザ
　
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
ホ
ー
ル

第
１
０
７
回
筝
曲
地
歌
演
奏
会

　
６
月
15
日
㈰

　
富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

草
の
…
水
の
　
本
保
勝
弘
展

　
６
月
18
日
㈬
〜
６
月
23
日
㈪

　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

第
41
回
富
山
独
立
書
展

　
６
月
19
日
㈭
〜
６
月
22
日
㈰

　
富
山
市
民
プ
ラ
ザ
　
２
F
ア
ー
ト

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
A
・
B
・
C

劇
団
P
．O
．D
．第
42
回
公
演「
流
れ
星
」

　
７
月
12
日
㈯
〜
７
月
13
日
㈰

　
高
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

富
山
県
吟
剣
詩
舞
道
総
連
盟

創
立
35
周
年
記
念
吟
剣
詩
舞
道
大
会

　
８
月
24
日
㈰

　
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

特
別
演
奏
会

　
９
月
20
日
㈯

　
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

桐
朋
学
園
大
学
院
大
学
　
桐
朋
ア
カ
デ

ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
　
協
奏
曲
の
夕
べ

　
10
月
17
日
㈮

　
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
49
回
定
期
演
奏
会

　
11
月
15
日
㈯

　
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内

平
成
26
年
２
月
27
日
㈭

富
山
県
立
し
ら
と
り
支
援

学
校
に
於
い
て
、
平
成
25

年
度
の
掉
尾
を
飾
る
大
正

琴
と
邦
楽
の
公
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
琴
城
流
大
正

琴

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
風
雅

は
、「
女
々
し
く
て
」
や
「
恋

す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ

キ
ー
」
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲

を
軽
快
に
演
奏
。
生
徒
た

ち
は
馴
染
み
の
あ
る
曲
が

流
れ
る
と
、
音
に
合
わ
せ

て
身
体
を
動
か
し
、
楽
し

そ
う
に
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
次
の
邦
楽
公
演
で
は
、

小
熊
貫
昭
氏
〈
津
軽
三
味

線
〉、
佐
藤
松
博
久
氏
〈
胡

弓
〉、
村
松
雅
奈
氏
〈
箏
〉

が
「
越
中
お
わ
ら
節

こ
き

り
こ
節
」、「
さ
く
ら
さ
く
ら
」、「
花
は

咲
く
」
等
多
彩
な
７
曲
を
披
露
。
日
本

の
伝
統
楽
器
の
美
し
い
音
色
や
、「
津

軽
三
味
線
独
奏
」
の
迫
力
あ
る
演
奏
に

皆
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
　
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

平成26年2月27日　富山県立しらとり支援学校

「
と
や
ま
文
学
」
第
32
号
（
特
集

富
山
の
同
人
誌
Ⅱ
―
短
詩
型
を
中
心

に
）
は
芸
文
協
事
務
局
他
に
て
定
価

一
、〇
〇
〇
円（
税
込
）で
販
売
し
て

お
り
ま
す
。
な
お
芸
文
協
会
員
は
事

務
局
で
お
求
め
頂
い
た
場
合
、
最
新

号
一
冊
目
の
み
八
〇
〇
円
で
購
入
頂

け
ま
す
。
郵
送
で
も
販
売（
送
料
別

途
）し
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

日
時
　
６
月
15
日
㈰
午
後
２
時
よ
り

場
所
　
富
山
県
教
育
文
化
会
館

　
　
　
４
０
３
号
室

「
と
や
ま
文
学
」第
32
号
合
評
会


